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『
古
今
集
』
に

い
に
し
へ
の
野
中
の
清
水
ぬ
る
け
れ
ど
も
と
の
心
を
知
る
人
ぞ
汲
む

（
『
古
今
集
』
雑
上
、
よ
み
人
知
ら
ず
）

「
今
は
は
ぬ
る
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
昔
、
冷
た
か
っ
た
こ
ろ
を
知
っ
て

い
る
人
は
や
は
り
汲
み
に
く
る
」
と
う
た
わ
れ
た
野
中
の
清
水
は
、
の
ち
に

播
磨
国
の
歌
枕
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
安
後
期
の
歌
学
書
に
は

野
中
の
清
水
は
印
南
野
に
こ
そ
あ
れ
。

（
『
袋
草
紙
』
巻
下
所
引
藤
原
顕
季
判
詞
）

こ
の
水
は
播
磨
の
い
な
み
の
に
あ
る
也
。

（
藤
原
清
輔
『
奥
義
抄
』
巻
下
）

野
中
の
清
水
、
河
内
国
に
あ
り
。
又
播
磨
の
国
に
も
有
云
々
。

（
『
和
歌
童
蒙
抄
』
巻
三
）

顕
昭
云
、
の
な
か
の
し
水
と
は
播
磨
の
稲
見
野
に
あ
り
。

（
『
袖
中
抄
』
巻
十
、『
顕
秘
抄
』
巻
二
）

此
水
は
播
磨
国
稲
見
野
に
あ
る
也
。

（
『
顕
注
密
勘
抄
』
巻
十
七
所
引
顕
昭
説
）

野
中
ノ
清
水
ハ
、
播
磨
ノ
印
南
野
ニ
ア
リ
。

（
『
詞
華
集
注
』
恋
上
）

こ
の
水
は
播
磨
の
い
な
み
野
に
あ
り
。

（
『
和
歌
色
葉
』
巻
下
）

野
中
の
清
水
を
く
み
て
と
は
、
播
磨
国
に
あ
り
。（

『
和
歌
無
底
抄
』
巻
十
）

祐
云
、
こ
の
水
は
は
り
ま
の
い
な
み
野
に
あ
る
な
り
。

（
『
色
葉
和
難
集
』
巻
六
）

播

い
な
み
〈
万
。
野
中
の
し
水
。
あ
さ
ぢ
。
萩
。
鹿
。
〉

（
『
八
雲
御
抄
』
巻
五
）

と
い
っ
た
記
述
が
見
え
、
か
の
西
行
も
「
播
磨
の
書
写
へ
詣
る
と
て
野
中
の

清
水
を
見
け
る
こ
と
、
ひ
と
む
か
し
に
な
り
に
け
り
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
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詠
ん
で
い
る
。

昔
見
し
野
中
の
清
水
変
は
ら
ね
ば
我
が
影
を
も
や
思
ひ
出
づ
ら
ん

（
『
山
家
集
』
一
〇
九
六
）

む
ろ
ん
江
戸
時
代
に
も
「
野
中
の
清
水
は
印
南
野
に
こ
そ
あ
れ
」
と
い
う

説
は
か
た
く
信
じ
ら
れ
て
お
り
、
明
石
藩
内
に
は
野
中
の
清
水
の
あ
と
と
伝

え
る
池
が
あ
っ
た
。
元
禄
年
間
の
成
立
と
目
さ
れ
る
『
采
邑
私
記
』
に
よ
れ

ば

清
水
村

（
上
略
）
近
野
源
泉
有
り
。
古
歌
に
野
中
の
清
水
と
称
す
る
者

は
是
れ
な
り
。
今
尚
ほ
小
池
在
り
。
古
来
吟
咏
頗
る
多
し
。
村
名
は
此

に
由
る
と
云
ふ
。

野
中
下
村

（
上
略
）
村
野
中
の
清
水
の
傍
ら
に
在
り
。

明
石
郡
大
窪
庄
清
水
村
の
近
隣
、
野
中
下
村
（
現
神
戸
市
西
区
岩
岡
町
野
中
）

の
か
た
わ
ら
が
そ
の
場
所
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
明
治
以
後
は
荒
廃
に
ま
か
せ
、

正
確
な
所
在
地
も
分
か
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
戦
後
に
な
っ
て
復
元
工
事
を

行
い
、
小
さ
な
公
園
が
整
備
さ
れ
た
と
い
う
（
『
明
石
の
宿
場

䢣
「
宿
場
と
人

々
の
く
ら
し
」

䢣
』
明
石
民
俗
文
化
財
団
、
二
〇
一
七
年
）
。

さ
て
、
野
中
の
清
水
は
「
播
州
十
水
の
第
一
に
し
て
、
世
々
こ
れ
を
賞
す
」

（
『
播
州
名
所
巡
覧
図
絵
』
）
と
い
う
名
泉
で
あ
り
、
か
つ
て
は
酒
造
に
用
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
残
念
な
が
ら
『
明
石
の
酒
』（
明
石
市
史
編
さ
ん
委

員
会
、
二
〇
二
一
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
近
年
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ

れ
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
文
献
か
ら
、
江
戸
の
な
か
ば
ご
ろ
、
明
石
の
人
々

に
ひ
ろ
く
親
し
ま
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
先
学
の
欠
を
補
う
べ

く
、
管
見
に
入
っ
た
若
干
の
資
料
を
紹
介
し
、
失
わ
れ
た
佳
醸
を
し
の
ぶ
よ

す
が
と
し
た
い
。

２

資
料
の
第
一
は
『
播
磨
鑑
』
で
あ
る
。

同
書
は
享
保
宝
暦
の
間
（
一
七
一
六
～
六
四
年
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
播

磨
の
地
誌
で
、
著
者
は
印
南
郡
平
津
村
の
人
平
野
庸
脩
。
そ
の
明
石
郡
の
う

ち
新
田
之
部
、
野
中
清
水
条
に
下
の
ご
と
く
い
う
。

松
平
若
狭
守
直
明
之
御
酒
屋
大
和
屋
忠
右
衛
門
、
此
清
水
を
汲
酒
を
造
。

元
禄
三
午
年
十
二
月
、
此
清
水
右
為
造
酒
普
請
有
之
。

す
な
わ
ち
松
平
若
狭
守
直
明
の
代
に
大
和
屋
忠
右
衛
門
な
る
者
が
醸
造
を
手

が
け
、
元
禄
三
年
十
二
月
（
一
六
九
〇
年
）
に
は
清
水
の
右
隣
に
建
物
ま
で
設

け
た
ら
し
い
。

松
平
直
明
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
年
）
に
若
狭
守
に
叙
任
し
、
天
和
二
年

（
八
二
年
）
、
明
石
に
封
じ
ら
れ
た
。
隠
居
し
た
の
は
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇

一
年
）
で
あ
る
か
ら
、『
播
磨
鑑
』
の
文
章
に
矛
盾
は
な
い
。

「
松
平
若
狭
守
直
明
之
御
酒
屋
」
と
い
う
言
い
ま
わ
し
は
、
明
石
藩
内
の
酒

屋
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
あ
る
い
は
直
明
か
ら
特
別
の
引
立
て
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
今
ひ
と
つ
判
然
と
し
な
い
。
も
し
後
者
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
野
中
の
清
水
を
使
っ
た
酒
造
自
体
が
藩
主
の
命
に
よ
る

可
能
性
も
あ
ろ
う
。
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そ
れ
で
は
大
和
屋
忠
右
衛
門
と
は
い
か
な
る
人
な
の
か
。
大
国
正
美
氏
「
近

世
明
石
の
酒
造
業
の
展
開
」（
「
明
石
の
歴
史
」
四
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
に
よ
る

と
「
明
石
藩
領
の
酒
造
家
の
名
前
が
初
め
て
一
覧
で
き
る
史
料
」
は
安
永
七

年
（
一
七
七
八
年
）
の
「
酒
札
株
渡
帳
」（
『
関
東
を
主
と
す
る
酒
造
関
係
資
料
雑

纂
』
巻
六
十
三
所
収
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
で
あ
り
、
元
禄
期
に
つ
い
て
は
詳

細
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
同
史
料
中
に

一
、
拾
九
番

大
和
屋
弥
次
兵
衛

と
記
す
の
は
、
あ
る
い
は
忠
右
衛
門
の
子
孫
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
大
国
氏
の
論
文
に
は
「
松
平
恒
吉
領
分
酒
造
米
高
并
株
高
覚
」「
明
石

酒
造
株
高
帳
」「
酒
造
米
高
帳
」
に
見
え
る
酒
屋
が
一
覧
さ
れ
て
お
り
、
天
明

八
年
（
一
七
八
八
年
）
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
年
）
、
同
十
三
年
、
安
政
三
年

（
一
八
五
六
年
）
に
お
け
る
藩
内
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
な

か
に
大
和
屋
を
称
す
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

資
料
の
第
二
は
、
伊
藤
東
涯
『
紹
述
先
生
文
集
』
巻
五
に
収
め
る
「
野
中

清
水
醸
酒
記
」
で
あ
る
。
執
筆
は
正
徳
二
年
二
月
（
一
七
一
二
年
）
。

昔
者
王
猷
の
盛
り
、
凡
そ
国
に
任
ず
る
者
は
三
歳
績
を
考
へ
、
幽
明
を

む

か

し

黜
陟
し
、
七
考
を
歴
て
入
り
て
参
議
と
為
り
、
其
の
参
佐
僚
属
も
亦
た

皆
な
遷
転
す
。
故
に
當
時
の
搢
紳
の
士
東
遷
西
徙
し
て
多
く
郡
県
を
歴
、

至
る
所
必
ず
悲
歌
感
慨
の
情
を
述
べ
て
諸
を
賦
詠
に

形
す
。
其
の
土
の

あ
ら
は

風
俗
気
候
、
山
水
の
趣
、
物
産
の
品
、
頼
り
て
以
て
識
る
べ
く
し
て
伝

へ
て
今
に
至
る
。
凡
そ
其
の
品
題
を
経
る
者
、
今
に
之
を
名
所
と
謂
ひ
、

古
を
好
む
者
は
稽

ふ
。
野
中
の
清
水
は
此
れ
其
の
一
な
り
。
播
の
印
南

か
ん
が

郡
界
に
小
池
有
り
。
東
の
か
た
明
石
郡
城
を
距
つ
る
こ
と
今
の
里
を
以

へ
だ

て
計
る
に
二
里
に
し
て
遠
し
。
其
の
南
半
里
許
り
に
し
て
山
陽
往
来
の

途
在
り
。
其
の
池
南
北
五
歩
許
り
、
東
西
倍
し
て
稍
〻
濶
し
。
其
の
水

清
徹
紺
寒
、
冬
夏
涸
れ
ず
、
以
て
酒
を
醸
す
べ
し
。
今
明
石
城
主
左
兵

衛
佐
源
侯
の
管
内
に
属
す
。
相
伝
へ
て
云
ふ
所
の
野
中
の
清
水
な
る
者

は
乃
ち
是
れ
な
り
。
明
石
治
下
の
酒
匠
に
桜
井
氏
な
る
者
有
り
。
善
醸

を
以
て
名
づ
く
。
侯
為
に
其
の
地
を
給
し
、
池
を
汲
み
て
醞
製
せ
し
む
。

冬
間
将
に
醸
せ
ん
と
す
れ
ば
必
ず
吏
人
を
遣
し
て
掃
除
せ
し
む
。
又
た

持
明
院
基
時
卿
の
搢
紳
の
望
な
る
を
以
て
、
其
の
歌
章
を
請
う
て
以
て

後
世
に
示
す
。
其
の
古
へ
を
好
む
や
篤
き
か
な
。
向
者
に
医
人
宗
函
を

さ

き

介
し
其
の
事
を
記
せ
し
む
。
荏
苒
と
し
て
未
だ
果
さ
ず
。
督
益
〻
迫
る
。

因
つ
て
謂
く
、
今
方
内
人
安
ん
じ
、
四
陲
虞
れ
無
し
。
唯
だ
に
春
誦
夏

絃
の
古
へ
を
慕
ふ
の
み
な
ら
ず
し
て
、
一
器
物
の
製
、
一
泉
石
の
趣
、

嘗
て
古
名
流
の
賞
を
経
る
者
は
毎
に
必
ず
咨
嗟
低
徊
し
て
以
て
相
夸
る
。

あ
ひ
ほ
こ

徒
だ
に
世
の
承
平
を
卜
す
べ
き
の
み
に
非
ず
し
て
、
亦
た
以
て
厚
道
の

尚
ほ
存
す
る
を
見
る
べ
し
。
其
の
事
細
な
り
と
雖
も
君
子
之
を
言
ふ
を

楽
し
み
、
是
に
野
中
清
水
醸
酒
記
を
為
す
。
正
徳
二
年
壬
辰
二
月

（
昔
者
王
猷
之
盛
、
凡
任
國
者
三
歳
考
績
、
黜
陟
幽
明
、
歷
七
考
而
入
爲
參
議
、

其
參
佐
僚
屬
亦
皆
遷
轉
。
故
當
時
搢
紳
之
士
東
遷
西
徙
多
歷
郡
縣
、
所
至
必

述
悲
歌
感
慨
之
情
形
諸
賦
詠
。
其
土
之
風
俗
氣
候
、
山
水
之
趣
、
物
産
之
品
、

賴
以
可
識
而
傳
至
于
今
。
凡
經
其
品
題
者
、
今
謂
之
名
所
、
好
古
者
稽
焉
。

野
中
淸
水
此
其
一
也
。
播
之
印
南
郡
界
有
小
池
。
東
距
明
石
郡
城
以
今
里
計

二
里
而
遠
。
其
南
半
里
許
而
山
陽
往
来
之
途
在
焉
。
其
池
南
北
五
歩
許
、
東

西
倍
而
稍
濶
。
其
水
淸
徹
紺
寒
、
冬
夏
不
涸
、
可
以
釀
酒
。
今
屬
明
石
城
主

左
兵
衞
佐
源
侯
之
管
内
。
相
傳
所
云
野
中
淸
水
者
乃
是
也
。
明
石
治
下
酒
匠
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有
櫻
井
氏
者
。
以
善
釀
名
。
侯
爲
給
其
地
、
汲
池
醞
製
。
冬
閒
將
釀
必
遣
吏

人
掃
除
。
又
以
持
明
院
基
時
卿
搢
紳
之
望
也
、
請
其
歌
章
以
示
後
世
。
其
好

古
也
篤
矣
。
向
者
介
醫
人
宗
函
記
其
事
。
荏
苒
未
果
。
督
益
迫
。
因
謂
、
今

方
内
人
安
、
四
陲
無
虞
。
不
唯
春
誦
夏
絃
之
慕
古
、
而
一
器
物
之
製
、
一
泉

石
之
趣
、
嘗
經
古
名
流
之
賞
者
毎
必
咨
嗟
低
徊
以
相
夸
。
非
徒
可
卜
世
之
承

平
、
亦
可
以
見
厚
道
之
尚
存
矣
。
其
事
雖
細
君
子
樂
言
之
。
是
爲
野
中
淸
水

釀
酒
記
。
正
德
二
年
壬
辰
二
月
）

大
意
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

帝
王
の
政
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
国
司
と
な
っ
た
者
は
三
年
間
の

治
績
に
鑑
み
て
次
の
登
用
を
行
っ
た
。
七
回
の
考
課
を
経
る
と
参
議
に

の
ぼ
り
、
属
僚
と
し
て
仕
え
た
人
々
も
転
任
し
て
ゆ
く
。
こ
の
た
め
当

時
の
貴
族
は
東
西
あ
ち
こ
ち
に
赴
き
、
至
る
と
こ
ろ
か
な
ら
ず
述
懐
悲

哀
の
思
い
を
文
学
に
表
現
す
る
の
だ
っ
た
。
作
品
は
現
在
ま
で
伝
わ
っ

て
風
俗
、
気
候
、
山
水
の
趣
、
物
産
の
好
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
題
材

と
な
っ
た
土
地
は
一
般
に
名
所
と
呼
ば
れ
、
い
に
し
え
を
好
む
者
が
し

ば
し
ば
参
酌
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
野
中
の
清
水
も
ま
た
そ
の
一
つ
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

播
磨
の
印
南
郡
の
境
に
小
さ
な
池
が
あ
る
。
明
石
の
町
か
ら
西
に
二

里
ば
か
り
（
今
の
里
に
換
算
し
た
場
合
）
離
れ
て
お
り
、
南
に
半
里
ほ
ど

進
む
と
山
陽
道
に
行
き
つ
く
。
池
は
南
北
五
歩
、
東
西
は
そ
の
倍
程
度

で
、
や
や
広
い
。
水
は
清
ら
か
に
青
く
澄
ん
で
い
て
冷
た
く
、
冬
も
夏

も
涸
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
酒
造
に
適
し
て
い
る
。
今
で
は
明
石
城
主

松
平
直
常
の
領
内
に
属
し
て
お
り
、
こ
の
池
こ
そ
が
野
中
の
清
水
で
あ

る
と
の
こ
と
だ
。

藩
内
に
桜
井
氏
と
い
う
評
判
の
酒
屋
が
あ
り
、
直
常
公
は
彼
に
土
地

を
与
え
、
清
水
を
汲
ん
で
醸
造
さ
せ
た
。
冬
に
な
っ
て
仕
込
み
が
近
づ

く
と
、
か
な
ら
ず
役
人
を
遣
わ
し
て
池
を
清
掃
さ
せ
る
。
さ
ら
に
持
明

院
基
時
卿
が
公
家
の
な
か
で
も
高
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
由
緒
を
後
代

に
伝
え
る
た
め
和
歌
を
詠
ん
で
も
ら
っ
た
の
だ
と
い
う
。
い
に
し
え
を

好
む
志
は
ま
こ
と
に
篤
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

先
に
医
師
宗
函
を
介
し
て
い
き
さ
つ
を
文
章
に
す
る
よ
う
依
頼
を
受

け
た
が
、
延
び
延
び
に
な
っ
て
約
束
を
果
た
せ
ず
催
促
を
受
け
た
。
そ

こ
で
言
う
こ
と
に
は
、
今
、
わ
が
国
の
人
々
は
安
心
し
て
暮
ら
し
、
辺

境
に
も
懸
念
は
な
い
。
近
年
古
代
の
学
芸
や
礼
楽
を
慕
う
の
み
な
ら
ず
、

器
物
に
し
ろ
、
庭
園
に
し
ろ
、
昔
の
有
名
な
人
が
褒
め
た
も
の
は
す
べ

て
嘆
賞
し
誇
り
と
す
る
風
潮
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
太
平
の
世
で
あ
る
こ

と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
か
つ
、
な
お
厚
道
の
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を

も
意
味
し
よ
う
。
些
事
で
は
あ
る
が
君
子
の
言
う
を
楽
し
む
と
こ
ろ
で

あ
る
か
ら
、
野
中
清
水
醸
酒
記
を
つ
く
っ
た
。
正
徳
二
年
壬
辰
二
月

「
明
石
城
主
左
兵
衛
佐
源
侯
」
と
あ
る
の
は
、
松
平
直
明
の
子
、
直
常
で
あ

ろ
う
。
直
常
は
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
年
）
、
左
兵
衛
佐
に
叙
任
さ
れ
、
同
十

四
年
に
は
父
の
隠
居
に
伴
い
家
督
を
相
続
し
て
い
る
（
「
源
」
は
松
平
氏
の
本

姓
）
。
酒
屋
に
つ
い
て
は
「
桜
井
氏
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
が
、
前
掲
大
国
氏

の
論
文
中
に
こ
の
苗
字
は
見
あ
た
ら
な
い
。

文
中
「
侯
為
に
其
の
地
を
給
し
、
池
を
汲
み
て
醞
製
せ
し
む
」
と
あ
る
の

が
注
意
を
引
く
。
『
播
磨
鑑
』
に
い
わ
ゆ
る
「
普
請
」
、
す
な
わ
ち
大
和
屋
忠

右
衛
門
が
野
中
の
清
水
の
右
隣
に
設
営
し
た
建
物
に
つ
い
て
、
敷
地
の
権
利
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を
藩
が
与
え
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
桜
井
氏
と
大
和
屋
の
関
係
が

分
か
ら
な
い
た
め
、
所
詮
は
想
像
に
よ
る
ほ
か
な
い
。

た
だ
直
常
は
仕
込
み
の
時
期
に
池
の
清
掃
を
行
わ
せ
、
持
明
院
基
時
の
和

歌
を
求
め
る
な
ど
、
積
極
的
に
酒
造
り
に
か
わ
っ
て
い
た
。
東
涯
が
直
明
の

名
を
挙
げ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、『
播
磨
鑑
』
の
記
事
自
体
が
虚
構
、

誤
伝
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
大
和
屋
忠
右
衛
門
が
退
転
し
、
直
常
が
新
し
く

桜
井
氏
を
し
て
業
を
継
が
し
め
た
等
の
事
情
が
あ
っ
た
の
か
。
後
者
の
場
合
、

大
和
屋
の
跡
地
を
改
め
て
桜
井
氏
に
与
え
た
と
い
う
の
は
、
あ
り
そ
う
な
こ

と
で
あ
る
。

た
だ
「
野
中
清
水
醸
酒
記
」
の
書
か
れ
た
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
年
）
は
、

『
播
磨
鑑
』
の
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
年
）
を
へ
だ
た
る
こ
と
わ
ず
か
二
十
年

余
。
浮
き
沈
み
が
は
げ
し
い
商
売
と
は
い
え
、
酒
屋
一
軒
が
没
落
す
る
に
は

い
さ
さ
か
早
す
ぎ
よ
う
。
も
し
大
和
屋
と
い
う
屋
号
が
先
祖
の
出
身
地
を
示

す
の
だ
と
す
れ
ば
、
里
の
名
を
と
っ
て
苗
字
を
桜
井
と
し
て
も
不
思
議
で
は

な
い
。
桜
井
氏
す
な
わ
ち
大
和
屋
と
い
う
こ
と
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
考
え
ら
れ

る
。
今
は
単
に
推
測
を
述
べ
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

資
料
の
第
三
は
、
梁
田
蛻
巌
の
詩
で
あ
る
。
蛻
巌
は
松
平
直
常
に
招
か
れ

て
明
石
藩
に
仕
え
た
儒
者
で
あ
る
が
、『
蛻
巌
集
』
巻
四
に

一
脈
淸
泉
出
印
南

一
脈
の
清
泉
印
南
に
出
で
、

黃
壚
變
作
釅
中
甘

黄
壚
変
じ
て
釅
中
の
甘
と
作
る
。

春
魚
棘
鬣
秋
江
月

春
魚
棘
鬣
秋
江
の
月
、

與
爾
風
流
併
得
三

爾

と
風
流
併
せ
て
三
を
得
た
り
。

な
ん
ぢ

「
印
南
野
に
湧
き
で
る
清
ら
か
な
泉
は
、
醸
造
さ
れ
て
み
ご
と
な
酒
に
な
る
。

春
の
鯛
、
秋
の
海
の
月
、
そ
し
て
お
前
を
あ
わ
せ
て
三
つ
の
風
流
を
得
た
」

と
い
う
七
言
絶
句
が
あ
っ
た
（
「
黃
壚
」
は
黄
泉
に
同
じ
。
す
な
わ
ち
地
下
の
泉
。

「
釅
」
は
酒
。「
甘
」
は
美
味
を
い
う
。「
棘
鬣
」
は
鯛
の
こ
と
）
。
そ
の
題
に
下
の

ご
と
く
い
う
。

本
郡
の
酒
家
丸
屋
氏
美
醞
有
り
。
醸
す
に
印
南
の
泉
水
を
以
て
す
。
因

り
て
野
中
清
水
と
名
づ
く
と
云
ふ
。

（
本
郡
酒
家
丸
屋
氏
有
美
醞
。
釀
以
印
南
泉
水
。
因
名
野
中
淸
水
云
。）

蛻
巌
に
よ
れ
ば
、
野
中
の
清
水
を
使
っ
て
酒
を
造
っ
て
い
た
の
は
大
和
屋

（
『
播
磨
鑑
』）
で
も
、
桜
井
氏
（
東
涯
「
野
中
清
水
醸
酒
記
」）
で
も
な
く
、
「
丸

屋
」
で
あ
っ
た
。

「
酒
札
株
渡
帳
」（
一
七
七
八
年
）
に
は
明
石
藩
内
の
酒
屋
と
し
て
丸
屋
善
太

夫
、
丸
屋
伝
兵
衛
、
丸
屋
治
右
衛
門
の
三
軒
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
丸
屋
治
右
衛
門
で
あ
る
。
大
国
氏
の
論
文
に
よ
る

と
「
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
年
）
に
酒
造
株
を
い
っ
た
ん
は
手
放
し
た
大
久
保

町
の
丸
屋
治
右
衛
門
が
、
宝
永
三
年
に
東
本
町
の
西
屋
与
次
兵
衛
の
株
を
使

っ
て
再
び
酒
造
を
願
い
出
た
」
と
あ
り
、
元
禄
以
前
か
ら
酒
造
を
い
と
な
み
、

一
時
不
振
に
陥
っ
た
も
の
の
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
年
）
に
い
た
っ
て
ふ
た

た
び
家
業
を
興
し
た
ら
し
い
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
年
）
の
「
松
平
恒
吉
領

分
酒
造
米
高
并
株
高
覚
」
に
「
大
久
保
町
治
左
衛
門
」「
大
久
保
町
治
太
夫
」

と
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
子
孫
か
、
別
家
し
た
店
で
あ
ろ
う
。

丸
屋
治
右
衛
門
が
住
ん
だ
大
久
保
町
は
、
野
中
の
清
水
に
ほ
ど
近
い
あ
た

り
、
し
か
も
明
石
城
下
を
離
れ
た
在
方
で
あ
る
か
ら
、「
本
郡
の
酒
家
」
と
い

う
表
現
に
よ
く
あ
て
は
ま
る
。「
酒
札
株
渡
帳
」
に
見
え
る
三
軒
の
な
か
で
は
、
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治
右
衛
門
こ
そ
「
美
醞
」
の
蔵
元
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
蛻
巌
が
松
平

直
常
に
出
仕
し
た
の
は
享
保
四
年
（
一
七
一
九
年
）
、
『
蛻
巌
集
』
の
板
行
は
元

文
六
年
（
一
七
四
一
年
）
で
あ
る
か
ら
、
大
久
保
町
丸
屋
の
活
動
期
（
宝
永
三

年
か
ら
天
明
に
か
け
て
）
と
も
合
致
す
る
。

想
像
を
た
く
ま
し
う
す
れ
ば
、
『
播
磨
鑑
』
に
い
う
松
平
直
明
の
時
代
（
一

六
九
〇
年
ご
ろ
）
、
あ
る
い
は
東
涯
の
文
章
が
記
さ
れ
た
正
徳
二
年
（
一
七
一
二

年
）
、
大
久
保
町
の
丸
屋
は
低
迷
が
つ
づ
き
、
株
を
手
放
さ
ざ
る
を
え
な
い
よ

う
な
状
況
に
あ
っ
た
。
す
ぐ
そ
ば
に
住
ん
で
い
な
が
ら
野
中
の
清
水
を
使
っ

た
酒
造
り
に
参
加
で
き
ず
、
の
ち
家
運
を
盛
り
か
え
し
た
際
に
、
よ
う
や
く

桜
井
氏
（
も
し
く
は
大
和
屋
）
に
取
っ
て
か
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

な
お
蛻
巌
の
詩
に
は
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
因
り

て
野
中
清
水
と
名
づ
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
丸
屋
の
造
っ
た
酒
に
は
「
野
中

清
水
」
と
い
う
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
大
和
屋
、
桜
井
氏
の
時
代

に
ま
で
遡
る
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
明
石
の
銘
酒
と
し
て
現
在
知
ら
れ

る
か
ぎ
り
も
っ
と
も
古
い
例
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

江
村
北
海
『
北
海
先
生
詩
鈔
』
二
編
巻
三
に
「
平
寿
王
招
か
れ
て
廼
翁
と

旧
を
話
す
」
と
い
う
詩
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
な
か
に
「
清
水
澠
々
と
し
て

醸
し
て
酒
を
成
す
（
淸
水
澠
澠
釀
成
酒
）
」
の
句
が
あ
っ
て
、
作
者
の
自
注
に

「
赤
石
に
佳
醸
有
り
。
野
中
清
水
と
名
づ
く
（
赤
石
有
佳
醸
。
名
野
中
淸
水
）
」

と
い
う
。
配
列
か
ら
考
え
て
お
そ
ら
く
安
永
二
年
（
一
七
七
三
年
）
の
詠
で
あ

ろ
う
か
ら
、
蛻
巌
歿
後
も
野
中
清
水
の
名
は
し
ば
ら
く
続
い
た
ら
し
い
。

ち
な
み
に
『
蛻
巌
集
』
巻
一
に
は
「
野
中
清
水
歌
」
と
い
う
作
品
も
収
め

ら
れ
て
い
る
。
丸
屋
か
ら
の
依
頼
に
よ
っ
て
そ
の
美
を
た
た
え
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
文
学
作
品
ゆ
え
に
史
料
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
が
、
今

か
り
に
韻
に
し
た
が
っ
て
前
後
に
分
け
、
注
釈
を
附
し
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

赤
城
春
色
入
酒
家

赤
城
の
春
色
酒
家
に
入
り
、

千
甕
如
岡
貯
流
霞

千
甕
岡
の
ご
と
く
流
霞
を
貯
ふ
。

新
釀
汲
引
印
南
水

新
醸
汲
引
す
印
南
の
水
、

樽
中
十
月
漲
桃
花

樽
中
十
月
桃
花
漲
る
。

白
雲
樓
壁
神
仙
畫

白
雲
楼
壁
神
仙
の
画
、

淸
風
道
壚
尚
書
車

清
風
道
壚
尚
書
の
車
。

阿
堵
萬
貫
不
暇
數

阿
堵
万
貫
数
ふ
る
に
暇
あ
ら
ず
、

笑
殺
夜
市
挑
燈
誇

笑
殺
す
夜
市
の
灯
を
挑
ぐ
る
を
誇
る
を
。

「
明
石
の
春
景
色
は
蔵
元
に
も
訪
れ
、
岡
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
並
ん
だ
瓶
に

は
酒
が
貯
え
ら
れ
て
い
る
。
印
南
野
の
水
を
汲
ん
で
醸
造
す
れ
ば
、
十
月
だ

と
い
う
の
に
樽
の
な
か
は
桃
の
花
が
咲
き
み
ち
た
よ
う
。
こ
れ
を
飲
ま
せ
る

店
な
ら
、
仙
人
も
白
雲
た
な
び
く
楼
壁
に
絵
を
描
き
、
大
臣
の
馬
車
は
清
風

と
と
も
に
名
残
を
惜
し
む
だ
ろ
う
。（
蔵
元
の
）
売
り
あ
げ
は
数
万
貫
に
も
の

ぼ
り
、
数
え
る
暇
す
ら
な
い
。
提
灯
を
か
か
げ
た
居
酒
屋
の
も
う
け
な
ど
お

笑
い
ぐ
さ
だ
」
。
押
韻
は
「
家
」
「
霞
」
「
華
」
「
車
」
「
誇
」（
上
平
声
六
麻
）
。

「
白
雲
楼
壁
神
仙
の
画
」
は
、
黄
鶴
楼
の
壁
に
神
仙
が
鶴
の
絵
を
描
き
、
や

が
て
そ
れ
に
乗
っ
て
白
雲
の
う
ち
に
去
っ
た
と
い
う
故
事
に
拠
る
も
の
か
。

崔
顥
「
黄
鶴
楼
」
に
「
昔
人
已
に
黄
鶴
に
乗
り
て
去
り
、
此
の
地
空
し
く
余

す
黄
鶴
楼
。
黄
鶴
一
た
び
去
つ
て
復
た
返
ら
ず
、
白
雲
千
載
空
し
く
悠
々
た

り
（
昔
人
已
乘
黃
鶴
去
、
此
地
空
餘
黃
鶴
樓
。
黃
鶴
一
去
不
復
返
、
白
雲
千
載
空
悠

悠
）
」
と
あ
る
。「
清
風
道
壚
尚
書
の
車
」
は
王
戎
が
尚
書
に
の
ぼ
っ
た
と
き
、

か
つ
て
阮
籍
、
嵆
康
ら
と
と
も
に
酒
を
酌
み
か
わ
し
た
「
黄
公
の
酒
壚
」
を

馬
車
で
通
り
す
ぎ
、
昔
を
な
つ
か
し
ん
だ
と
い
う
逸
話
に
基
づ
く
（
『
世
説
新
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語
』
傷
逝
篇
）
。
「
阿
堵
」
は
金
銭
（
『
世
説
新
語
』
規
箴
篇
）
。

吾
嘗
聞

吾
れ
嘗
て
聞
く
、

天
之
美
祿
扶
衰
老

天
の
美
禄
衰
老
を
扶
け
、

帝
觴
餘
瀝
雨
潤
草

帝
觴
の
余
瀝
雨
草
を
潤
す
と
。

矧
又
播
陽
第
一
泉

矧
ん
や
又
た
播
陽
第
一
の
泉
、

い
は

麴
糵
不
減
酆
都
稻

麹
糵
酆
都
の
稲
に
減
ぜ
ず
。

蓬
萊
醆

蓬
萊
醆
、

海
山
螺

海
山
螺
、

坐
來
未
飮
已
欲
倒

坐
来
未
だ
飲
ま
ず
し
て
已
に
倒
れ
ん
と
欲
す
。

安
得
酣
暢
風
流
李
靑
蓮

安
ん
ぞ
酣
暢
風
流
の
李
青
蓮
を
得
て
、

醉
後
揮
毫
掞
詞
藻

酔
後
毫
を
揮
ひ
て
詞
藻
を
掞
べ
ん
や
。

ふ
で

の

「
か
つ
て
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
酒
は
天
か
ら
の
授
か
り
も
の
。
元
正

天
皇
の
老
い
お
と
ろ
え
た
体
を
養
い
、
盃
か
ら
し
た
た
っ
た
余
滴
は
民
草
を

潤
し
た
。
さ
ら
に
ま
た
野
中
の
清
水
は
播
磨
第
一
の
名
泉
で
あ
っ
て
、
麹
は

冥
府
の
稲
に
も
劣
ら
な
い
。
蓬
莱
盞
、
海
山
螺
と
い
っ
た
杯
に
こ
の
酒
を
満

た
せ
ば
、
飲
む
前
か
ら
も
う
倒
れ
そ
う
に
な
る
。
何
も
一
杯
機
嫌
の
李
白
を

連
れ
て
き
て
、
酔
後
詩
を
つ
く
ら
せ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
。
押
韻
は
「
老
」

「
草
」「
稲
」「
倒
」「
藻
」（
上
声
十
九
晧
）
。

「
天
の
美
禄
衰
老
を
扶
け
」
以
下
二
句
は
、
元
正
天
皇
が
多
度
山
の
美
泉
（
養

老
の
滝
）
に
よ
っ
て
身
を
養
っ
た
故
事
。
『
続
日
本
紀
』
養
老
元
年
十
一
月
条

に
引
く
改
元
の
詔
な
ど
に
く
わ
し
い
。
字
句
の
上
で
は
『
漢
書
』
食
貨
志
の

「
酒
は
天
の
美
禄
。
帝
王
の
天
下
を
頤
養
し
、
享
祀
福
を
祈
り
、
衰
を
扶
け

疾
を
養
ふ
所
以
な
り
（
酒
者
天
之
美
祿
。
帝
王
所
以
頤
養
天
下
、
享
祀
祈
福
、
扶

衰
養
疾
）
」
に
基
づ
く
。
「
麴
糵
」
は
こ
う
じ
。
「
酆
都
の
稲
」
は
冥
府
の
稲
。

仙
界
に
献
上
さ
れ
た
と
い
う
。
『
真
誥
』
巻
十
五
に
「
酆
都
の
稲
は
重
思
と
名

づ
く
。
其
の
米
石
榴
子
の
ご
と
く
、
粒
は
異
大
、
色
味
菱
の
ご
と
し
。
亦
た

以
て
仙
官
に
上
献
す
（
酆
都
稻
名
重
思
。
其
米
如
石
榴
子
、
粒
異
大
、
色
味
如
菱
。

亦
以
上
獻
仙
官
）
」
と
見
え
た
。
「
蓬
萊
醆
」
「
海
山
螺
」
は
唐
の
李
適
之
が
所

蔵
し
て
い
た
と
い
う
酒
器
。
『
古
今
事
文
類
聚
』
続
集
・
燕
飲
・
酒
器
「
酒
器

七
品
」
に
『
逢
原
記
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
李
適
之
に
蓬
莱
盞
、
海
山
螺
、

舞
仙
螺
、
匏
子
巵
、
慢
巻
荷
、
金
蕉
叶
、
玉
蟾
児
有
り
（
李
適
之
有
蓬
莱
盞
、

海
山
螺
、
舞
仙
螺
、
匏
子
巵
、
慢
卷
荷
、
金
蕉
叶
、
玉
蟾
兒
）
」
と
す
る
。
「
酣
暢

風
流
の
李
青
蓮
」
云
々
は
李
白
が
酔
っ
た
ま
ま
玄
宗
に
召
さ
れ
て
詩
を
つ
く

っ
た
逸
話
。

「
吾
れ
嘗
て
聞
く
」
以
下
、
と
か
く
平
板
に
な
り
が
ち
な
日
本
人
の
歌
行
と

し
て
は
じ
つ
に
堂
々
た
る
出
来
で
、
「
蓬
萊
醆
、
海
山
螺
」
と
い
う
豪
奢
か
つ

神
秘
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
お
も
し
ろ
い
。
前
段
は
い
さ
さ
か
俗
だ
が
、
そ
れ
を

つ
ぐ
な
っ
て
余
り
あ
る
佳
篇
と
い
え
よ
う
。

な
お
『
蛻
巌
集
』
巻
五
に
は
さ
ら
に
「
野
中
清
水
酒
詩
序
」
と
い
う
文
章

が
あ
る
。「
詩
」
と
あ
っ
て
「
歌
」
で
は
な
い
こ
と
を
見
る
と
、
い
ま
紹
介
し

た
「
野
中
清
水
歌
」
と
は
別
の
作
品
（
た
だ
し
現
存
せ
ず
）
に
序
と
し
て
執
筆

し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、
次
節
に
簡
単
な
注

釈
を
掲
げ
て
お
く
。

３

野
中
淸
水
酒
詩
序

濃
出
於
澹
而
澹
之
德
能
藏
焉
。
酒
原
於
水
而
水
之
性
不
死
焉
。
平
安
鍾
毖
彼
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之
美
、
寧
樂
冠
汎
然
之
齊
固
不
誣
也
。
爰
有
淸
泉
。
在
播
之
野
周
原
通
氣
、

菫
荼
如
飴
。
宛
國
授
方
蒲
萄
可
釀
。
竇
噴
璜
瑀
。
躡
皓
月
而
臨
流
。
瓶
汲
醍

醐
。
挈
甘
露
而
滿
甕
。
分
廉
貪
于
一
勺
、
試
賢
聖
于
千
鍾
。
不
仝
卓
錫
之
踪
。

何
剏
紺
宇
。
既
供
投
轄
之
宴
。
宜
隷
靑
州
。
野
中
水
入
萬
葉
之
歌
、
天
下
人

推
百
藥
之
長
。
維
時
玄
冥
雲
變
、
赤
岸
潮
寒
。
橙
霜
橘
煙
、
愛
曦
朝
炤
驛
樹
、

蜃
霧
鮫
浪
、
寶
氣
夕
擁
海
樓
。
白
帝
城
碪
杵
收
聲
、
黃
公
壚
盃
杓
行
令
。
竹

林
嵆
阮
之
契
挹
袂
盍
簪
、
杏
壇
游
夏
之
材
操
觚
倡
和
。
賢
主
秉
松
柏
丸
丸
之

節
、
嘉
賓
樂
麏
鹿
加

呦
呦
之
羣
。
戒
號
呶
之
亂
籩
溫
恭
有
度
。
惡
薌
澤
之
同
席

雄
爽
可
觀
。
玉
爵
雖
揮
金
龜
無
恙
。
觱
沸
與
文
思
俱
迸
、
盎
沈
兼
友
誼
共
醇
。

請
揚
印
南
淸
風
、
敢
呈
齊
東
野
語
。

［
訓
読
］
濃
は
澹
に
出
で
て
澹
の
徳
能
く
蔵
る
。
酒
は
水
に

原

い
て
水
の
性

も
と
づ

死
せ
ず
。
平
安
毖
彼
の
美
を
鍾
し
、
寧
楽
汎
然
の
斉
に
冠
た
る
こ
と
固
り

誣
せ
ざ
る
な
り
。
爰
に
清
泉
有
り
。
播
の
野
に
在
り
て
周
原
気
を
通
じ
、

菫
荼
飴
の
ご
と
し
。
宛
国
方
を
授
け
て
蒲
萄
醸
す
べ
し
。
竇
璜
瑀
を
噴
く
。

あ
な

皓
月
を
躡
み
て
流
れ
に
臨
む
。
瓶
醍
醐
を
汲
む
。
甘
露
を
挈
げ
て
甕
に
満

さ

た
す
。
廉
貪
を
一
勺
に
分
ち
、
賢
聖
を
千
鍾
に
試
む
。
卓
錫
の
踪
に
仝
じ

お
な

か
ら
ず
。
何
ぞ
紺
宇
を
剏
め
ん
。
既
に
投
轄
の
宴
に
供
す
。
宜
し
く
青
州

は
じ

に
隷
す
べ
し
。
野
中
の
水
万
葉
の
歌
に
入
り
、
天
下
の
人
百
薬
の
長
に
推

す
。
維
れ
時
玄
冥
雲
変
じ
、
赤
岸
潮
寒
し
。
橙
霜
橘
煙
、
愛
曦
朝
に
駅
樹

を
炤
ら
し
、
蜃
霧
鮫
浪
、
宝
気
夕
に
海
楼
を
擁
す
。
白
帝
城
碪
杵
声
を
収

て

め
、
黄
公
壚
盃
杓
令
を
行
ふ
。
竹
林
嵆
阮
の
契
袂
を
挹
り
て
盍
簪
し
、
杏

と

壇
游
夏
の
材
觚
を
操
つ
て
倡
和
す
。
賢
主
松
柏
丸
々
の
節
を
秉
り
、
嘉
賓

と

麏
鹿
加

呦
々
の
群
を
楽
し
む
。
号
呶
の
籩
を
乱
す
を
戒
め
て
温
恭
度
有
り
。

薌
沢
の
席
を
同
じ
う
す
る
を
悪
み
て
雄
爽
観
る
べ
し
。
玉
爵
揮
ふ
と
雖
も

に
く

金
亀
恙
無
し
。
觱
沸
文
思
と
俱
に
迸
り
、
盎
沈
友
誼
と
共
に
醇
し
。
請
ふ

は
し

印
南
の
清
風
を
揚
げ
ん
。
敢
へ
て
斉
東
の
野
語
を
呈
す
。

［
大
意
］
濃
い
も
の
は
薄
い
も
の
か
ら
生
ま
れ
る
が
、
濃
さ
の
な
か
に
は
薄

さ
が
隠
れ
て
い
る
。
酒
は
水
か
ら
生
ま
れ
る
が
、
酒
の
な
か
に
は
水
の
性

質
が
留
ま
っ
て
い
る
。
京
都
に
は
よ
い
湧
水
が
多
く
、
奈
良
の
川
は
他
国

よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
世
評
は
、
決
し
て
い
つ
わ
り
で
は
な
い
。
こ

こ
に
清
ら
か
な
泉
が
あ
る
。
播
磨
の
野
に
あ
っ
て
、
周
原
と
同
じ
く
地
味

は
豊
か
で
あ
り
、
鳥

兜

や
苦
菜
さ
え
飴
の
よ
う
に
甘
く
育
つ
。
大
宛
国
か

と
り
か
ぶ
と

ら
製
法
さ
え
伝
わ
っ
て
く
れ
ば
、
葡
萄
を
使
っ
て
酒
を
造
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。
明
月
を
踏
ん
で
美
玉
の
よ
う
な
水
が
湧
き
だ
す
泉
に
足
を
踏

み
い
れ
、
醍
醐
の
ご
と
き
水
を
汲
ん
で
甕
に
甘
露
を
満
た
す
。
「
渇
し
て
盗

泉
の
水
を
飲
ま
ず
」
と
言
う
と
お
り
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
水
に
よ
っ
て
そ

の
人
が
清
廉
で
あ
る
か
、
貪
欲
で
あ
る
か
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
泉
の
徳
で
あ
る
。
平
原
君
の
言
っ
た
こ
と
が
正
し
け
れ
ば
、
酒
量
に
よ

っ
て
聖
人
や
賢
人
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
酒
の
徳
で
あ
る
。（
し
か
し
、

野
中
の
清
水
は
）
六
祖
慧
能
の
よ
う
に
錫
杖
を
立
て
て
湧
き
だ
し
た
泉
で
は

な
い
か
ら
、
寺
を
建
て
た
り
し
な
い
。（
ま
た
そ
の
水
を
用
い
て
作
っ
た
酒

は
）
以
前
か
ら
楽
し
み
を
尽
く
し
た
宴
に
供
さ
れ
て
い
る
が
、
上
々
の
品

と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
野
中
の
清
水
は
『
万
葉
集
』
に
も
登
場
し
、（
そ

れ
で
作
っ
た
酒
は
）
天
下
の
人
が
百
薬
の
長
だ
と
言
っ
て
い
る
。
と
き
に
空

は
雲
の
様
子
が
変
わ
り
、
明
石
の
海
は
寒
々
し
い
。
橙
に
は
霜
が
降
り
、

橘
に
は
靄
が
か
か
っ
て
、
朝
に
な
る
と
暖
か
な
日
差
し
が
宿
場
の
木
々
を

照
ら
す
。
蜃
は
霧
を
起
こ
し
、
鮫
は
浪
を
立
て
て
、
夕
暮
れ
に
は
め
で
た

い
気
配
が
浜
辺
の
建
物
を
つ
つ
む
。
杜
甫
は
白
帝
城
の
あ
た
り
で
冬
支
度
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を
急
ぐ
砧
の
音
を
聞
い
た
と
い
う
が
、
こ
こ
で
は
寒
さ
を
怖
れ
る
必
要
は

な
い
。
王
濬
が
な
つ
か
し
ん
だ
黄
公
壚
の
ご
と
き
酒
屋
で
は
、
罰
杯
を
設

け
て
楽
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
嵆
康
、
阮
籍
を
は
じ
め
と
す
る
竹
林
七

賢
が
袂
を
取
り
あ
っ
て
仲
良
く
集
ま
り
、
子
游
、
子
夏
な
ど
文
学
に
通
じ

た
人
々
が
作
詩
唱
和
す
る
の
も
酒
あ
っ
て
の
こ
と
。
ま
た
名
君
が
ま
っ
す

ぐ
な
松
や
柏
の
木
で
霊
廟
を
建
て
先
祖
を
ま
つ
り
、
鹿
が
鳴
声
を
あ
げ
て

睦
び
あ
う
よ
う
に
よ
き
客
を
楽
し
ま
せ
る
の
も
や
は
り
酒
の
お
か
げ
で
あ

る
。
酸
余
大
声
を
あ
げ
て
祭
器
を
乱
す
の
を
戒
め
、
な
ご
や
か
に
節
度
を

も
っ
て
ふ
る
ま
う
の
も
、
か
ぐ
わ
し
い
香
り
の
す
る
美
人
の
そ
ば
に
坐
る

の
を
憎
み
、
見
る
べ
き
道
徳
上
の
諫
言
を
す
る
の
も
、
酒
の
は
た
ら
き
で

は
な
い
か
。（
「
野
中
清
水
」
な
ら
ば
）
玉
の
杯
を
傾
け
て
も
、
李
白
を
も
て

な
し
た
賀
知
章
の
よ
う
に
黄
金
づ
く
り
の
亀
を
売
っ
た
り
は
し
な
い
。
泉

は
詩
想
と
と
も
に
湧
き
い
で
、（
で
き
あ
が
っ
た
）
酒
は
交
友
と
同
じ
く
こ

ま
や
か
で
あ
る
。
印
南
野
の
す
ぐ
れ
た
土
地
柄
を
知
ら
し
め
た
い
と
思
い
、

こ
こ
に
あ
え
て
田
舎
者
が
蕪
辞
を
つ
ら
ね
た
。

［
注
釈
］
○
平
安
鍾
毖
彼
之
美
＝
「
毖
彼
」
は
水
の
湧
き
で
る
こ
と
。『
毛
詩
』

邶
風
「
泉
水
」
に
「
毖
た
る
彼
の
泉
水
（
毖
彼
泉
水
）
」
と
あ
る
の
が
典
拠
。

こ
の
二
字
に
よ
っ
て
「
泉
水
」
を
暗
示
す
る
。
朱
注
に
「
毖
は
、
泉
の
始

め
て
出
づ
る
の
貌
な
り
（
毖
、
泉
始
出
之
貌
）
」
。
一
句
は
「
京
都
に
は
よ
い

湧
水
が
多
い
」
の
意
。

○
寧
樂
冠
汎
然
之
齊
＝
「
寧
樂
」
は
奈
良
。「
汎

然
」
は
水
の
流
れ
ゆ
く
さ
ま
。
『
毛
詩
』
邶
風
「
泉
水
」
に
「
汎
た
る
彼
の

柏
舟
、
亦
た
汎
と
し
て
其
れ
流
る
（
汎
彼
柏
舟
、
亦
汎
其
流
）
」
と
あ
り
、

そ
の
朱
注
に
「
汎
は
、
流
る
る
貌
な
り
（
汎
流
貌
）
」
と
す
る
。
こ
の
二
字

で
川
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
。
一
句
は
「
奈
良
の
川
は
群
を
抜
い
て
い
る
」

の
意
。

○
不
誣
也
＝
い
つ
わ
り
で
は
な
い
、
世
評
は
事
実
で
あ
る
。「
或

い
は
吾
が
言
の
誣
せ
ざ
る
を
信
ぜ
ん
（
或
信
吾
言
之
不
誣
也
）
」（
梁
田
蛻
巌

「
江
修
敬
を
送
る
序
」
、『
蛻
巌
集
』
巻
五
所
収
）
。

○
播
之
野
＝
播
磨
の
野
。

野
中
の
清
水
は
江
戸
時
代
、
播
磨
国
明
石
郡
大
窪
庄
野
中
下
村
（
現
神
戸

市
西
区
岩
岡
町
野
中
）
に
比
定
さ
れ
て
い
た
（
『
采
邑
私
記
』
巻
上
）
。

○
周

原
通
氣
、
菫
荼
如
飴
＝
『
毛
詩
』
大
雅
「
緜
」
に
「
周
原
膴
々
と
し
て
、

菫
荼
飴
の
ご
と
し
（
周
原
膴
膴
、
菫
荼
如
飴
）
」
と
あ
る
の
に
拠
る
。「
周
原
」

は
中
国
の
地
名
。
岐
山
の
南
に
ひ
ろ
が
る
平
原
。
鳥
兜
や
苦
菜
ま
で
飴
の

よ
う
に
甘
く
育
ち
、
地
味
が
豊
か
な
場
所
で
あ
る
。
周
の
太
王
は
そ
の
こ

と
を
知
っ
て
こ
こ
に
都
を
築
い
た
。
「
通
氣
」
は
周
原
と
「
播
之
野
」
が
同

じ
性
質
を
持
つ
こ
と
を
い
っ
た
も
の
。
野
中
の
清
水
が
印
南
野
に
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
土
地
の
肥
え
て
い
る
こ
と
、
善
政
が
行
き
わ
た
っ
て
い

る
こ
と
を
讃
え
る
。

○
宛
國
授
方
蒲
萄
可
釀
＝
「
宛
國
」
は
大
宛
。
漢

代
、
中
央
ア
ジ
ア
の
フ
ェ
ル
ガ
ナ
盆
地
（
現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）
に
興
っ
た

イ
ラ
ン
系
民
族
の
国
家
。
「
方
」
は
葡
萄
酒
の
醸
造
法
。
『
史
記
』
大
宛
伝

に
「
宛
左
右
蒲
陶
を
以
て
酒
を
為
る
。
富
人
酒
を
蔵
し
て
万
余
石
に
至
る
。

久
し
き
者
は
数
十
歳
に
し
て
敗
せ
ず
。
俗
は
酒
を
嗜
み
、
馬
は
苜
蓿
を
嗜

む
。
漢
使
其
の
実
を
取
り
来
る
。
是
に
於
い
て
天
子
始
め
て
苜
蓿
、
蒲
陶

を
肥
饒
の
地
に
種
う
（
宛
左
右
以
蒲
陶
爲
酒
。
富
人
藏
酒
至
萬
餘
石
。
久
者
數

十
歳
不
敗
。
俗
嗜
酒
、
馬
嗜
苜
蓿
。
漢
使
取
其
實
來
、
於
是
天
子
始
種
苜
蓿
、
蒲

陶
肥
饒
地
）
」
と
見
え
、
葡
萄
酒
の
製
法
は
大
宛
か
ら
中
国
に
伝
わ
っ
た
。

こ
こ
で
は
葡
萄
が
「
肥
饒
の
地
」
を
好
む
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
前
句
を
受

け
て
い
る
。

○
竇
噴
璜
瑀
＝
「
竇
」
は
野
中
の
清
水
が
湧
き
で
る
穴
。「
璜
」

は
璧
を
半
分
に
し
た
も
の
、
「
瑀
」
は
玉
に
次
ぐ
石
を
い
う
が
、
要
す
る
に

二
つ
な
が
ら
瑞
玉
の
意
で
あ
ろ
う
。
蛻
巌
に
「
自
ら
以
て
璜
と
為
す
に
彼
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は
碔
と
す
（
自
以
爲
璜
而
彼
碔
焉
）
」（
「
正
木
風
状
諧
歌
選
序
」
、『
蛻
巌
集
』
後

編
巻
五
所
収
）
と
い
う
文
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
水
の
美
し
さ
を
例
え
る
。

○
躡
皓
月
而
臨
流
＝
「
躡
皓
月
」
は
「
水
面
に
う
つ
っ
た
明
月
を
踏
ん

で
」
の
意
。
清
水
の
な
か
に
入
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
い
う
。

○
醍
醐
＝
梵

語

m
aṇḍ

a
の
訳
。
牛
乳
を
精
製
発
酵
し
た
最
上
の
妙
味
と
さ
れ
る
が
、
こ

こ
で
は
水
が
美
味
で
あ
る
こ
と
を
婉
曲
に
言
う
た
め
の
表
現
。

○
挈
甘

露
而
滿
甕
＝
「
挈
」
は
手
に
持
つ
こ
と
。「
弁
慶
邑
中
の
寺
に
入
り
鐘
を
挈

り
て
従
ふ
（
辨
慶
入
邑
中
寺
挈
鐘
而
從
）
」（
蛻
巌
「
鉄
拐
峰
に
登
る
記
」
、
『
蛻

巌
集
』
巻
七
所
収
）
。
「
甘
露
」
は
野
中
の
清
水
を
指
す
。

○
分
廉
貪
于
一

勺
＝
い
わ
ゆ
る
「
渇
し
て
盗
泉
の
水
を
飲
ま
ず
」
の
故
事
。『
尸
子
』
に
「
孔

子
勝
母
に
至
り
て
暮
れ
ぬ
。
而
し
て
宿
せ
ず
し
て
過
ぐ
。
盗
泉
に
於
い
て

竭
す
。
而
し
て
飲
ま
ず
。
其
の
名
を
悪
め
ば
な
り
（
孔
子
至
於
勝
母
暮
矣
。

而
不
宿
過
。
於
盜
泉
竭
矣
。
而
不
飮
。
惡
其
名
）
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
引
い
て

陸
機
「
猛
虎
行
」
に
「
渇
し
て
盗
泉
の
水
を
飲
ま
ず
（
渴
不
飮
盜
泉
水
）
」（
『
文

選
』
巻
二
十
八
）
と
あ
る
の
が
有
名
。
「
廉
貪
」
は
清
廉
と
貪
欲
。『
荘
子
』

盗
跖
篇
「
廉
貪
の
実
は
、
以
て
外
よ
り
迫
ら
る
る
に
非
ざ
る
な
り
。
反
つ

て
之
を
度
に

監

る
（
廉
貪
之
實
、
非
以
迫
外
也
。
反
監
之
度
）
」
。
「
一
勺
」

か
ん
が
み

は
一
合
の
十
分
の
一
。
わ
ず
か
な
量
を
あ
ら
わ
す
。
「
文
川
一
勺
の
水
を
汲

み
て
以
て
其
の
耳
を
洗
は
ん
こ
と
必
せ
り
（
汲
文
川
一
勺
水
以
洗
其
耳
必
也
）
」

（
蛻
巌
「
文
川
雑
咏
叙
」
、
『
蛻
巌
集
』
後
編
巻
五
所
収
）
。

○
試
賢
聖
于
千

鍾
＝
『
孔
叢
子
』
儒
服
篇
に
、
趙
の
平
原
君
の
言
葉
と
し
て
「
昔
遺
諺
有

り
。
尭
舜
は
千
鍾
、
孔
子
は
百
觚
。
子
路
は
嗑
々
た
り
と
も
尚
ほ
十
榼
を

飲
む
と
。
古
の
賢
聖
飲
む
能
は
ざ
る
無
き
な
り
（
昔
有
遺
諺
。
堯
舜
千
鍾
、

孔
子
百
觚
。
子
路
嗑
嗑
尚
飮
十
榼
。
古
之
賢
聖
無
不
能
飮
也
）
」
、
古
え
の
聖
人
、

賢
人
は
み
な
上
戸
で
、
尭
舜
に
い
た
っ
て
は
よ
く
千
鍾
を
尽
く
し
た
、
と

い
う
。
た
だ
し
こ
れ
を
聞
い
た
孔
穿
は
、
酒
飲
み
が
戯
れ
に
言
い
だ
し
た

こ
と
で
信
じ
る
に
足
り
な
い
と
否
定
し
て
い
る
。

○
不
仝
卓
錫
之
踪
＝

「
卓
錫
」
は
錫
杖
を
立
て
る
こ
と
。
「
公
を
し
て
川
上
に
錫
を
卓
た
し
め
ん

（
使
公
卓
錫
於
川
上
焉
）
」（
蛻
巌
「
文
川
雑
咏
叙
」
、『
蛻
巌
集
』
後
編
巻
五
所
収
）
。

昔
、
六
祖
慧
能
が
杖
を
も
っ
て
岩
を
打
っ
た
と
こ
ろ
、
泉
が
湧
き
だ
し
た

と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
る
。
「
六
祖
初
め
曹
渓
に
住
し
、
錫
を
卓
て
て
泉
涌

く
。
清
涼
滑
甘
、
大
衆
を
贍
足
す
。
今
に
逮
ぶ
ま
で
数
百
年
な
り
（
六
祖

初
往
曹
溪
、
卓
錫
泉
涌
。
淸
涼
滑
甘
、
贍
足
大
衆
。
逮
今
數
百
年
矣
）
」（
蘇
軾
「
卓

錫
泉
銘
序
」
）
。
野
中
の
清
水
に
は
こ
う
し
た
伝
承
が
な
い
。

○
何
剏
紺

宇
＝
「
紺
宇
」
は
寺
。『
祖
庭
事
苑
』
巻
四
に
「
紺
、
含
な
り
（
紺
、
含
也
）
」

と
す
る
『
釈
名
』
の
記
述
を
引
い
て
、
仏
教
語
に
「
紺
」
を
冠
す
る
も
の

が
多
い
の
は
こ
の
義
に
よ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
一
切
の
人
を
含
む
の
意

で
あ
る
。
蛻
巌
の
詩
に
「
紺
宇
滄
洲
に
対
す
（
紺
宇
對
滄
洲
）
」（
「
季
夏
東
禅

万
庵
師
に
寄
す
五
十
韻
」
、
『
蛻
巌
集
』
巻
二
所
収
）
と
い
う
例
が
あ
る
。
「
先

の
よ
う
な
伝
承
を
持
つ
霊
泉
に
は
後
世
寺
院
を
建
立
す
る
こ
と
が
多
い
が
、

野
中
の
清
水
は
そ
う
で
は
な
い
」
の
意
。

○
既
供
投
轄
之
宴
＝
「
投
轄
」

は
く
さ
び
を
投
げ
す
て
る
こ
と
。
漢
の
陳
遵
が
客
を
引
き
と
め
よ
う
と
し

て
、
馬
車
の
轄
を
井
戸
に
捨
て
た
故
事
に
よ
る
。「
遵
酒
を
耆
み
、
大
飲
す

る
ご
と
に
賓
客
堂
に
満
つ
。
輒
ち
門
を
関
し
、
客
の
車
轄
を
取
り
て
井
中

に
投
ず
。
急
有
り
と
雖
も
終
に
去
る
こ
と
を
得
ず
（
遵
耆
酒
、
每
大
飮
賓
客

滿
堂
。
輒
關
門
、
取
客
車
轄
投
井
中
。
雖
有
急
終
不
得
去
）
」（
『
漢
書
』
游
俠
伝
）
。

○
宜
隷
靑
州
＝
「
靑
州
」
は
以
下
の
故
事
に
よ
り
美
酒
を
あ
ら
わ
す
。「
桓

公
に
主
簿
の
善
く
酒
を
別
つ
有
り
。
酒
有
れ
ば
輙
ち
先
づ
嘗
め
し
む
。
好

き
者
は
青
州
従
事
と
謂
ひ
、
悪
し
き
者
は
平
原
督
郵
と
謂
ふ
。
青
州
に
斉

郡
有
り
、
平
原
に
鬲
県
有
り
、
従
事
は
臍
に
到
る
を
言
ひ
、
督
郵
は
鬲
上
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に
在
り
て
住
る
を
言
ふ
（
桓
公
有
主
簿
善
別
酒
。
有
酒
輙
令
先
嘗
。
好
者
謂
靑

州
從
事
、
惡
者
謂
平
原
督
郵
。
靑
州
有
齊
郡
、
平
原
有
鬲
縣
。
從
事
言
到
臍
、
督

郵
言
在
鬲
上
住
）
」（
『
世
説
新
語
』
術
解
篇
）
。
す
な
わ
ち
桓
温
の
主
簿
に
利

き
酒
の
名
人
が
い
て
、
良
酒
を
「
青
州
従
事
」、
悪
酒
を
「
平
原
督
郵
」
と

呼
ん
で
い
た
。
前
者
は
「
斉
（
臍
）
ま
で
と
ど
く
」（
青
州
に
は
斉
郡
が
あ
る
）
、

後
者
は
「
鬲
（
胸
）
に
つ
っ
か
え
る
」（
平
原
に
は
鬲
県
が
あ
る
）
の
洒
落
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
一
句
は
「
野
中
の
清
水
で
作
っ
た
酒
は
美
酒
の
仲
間
に

含
め
て
よ
い
」
の
意
。
「
痛
飲
し
て
青
州
に
酔
ふ
（
痛
飮
醉
靑
州
）
」（
蛻
巌

「
季
夏
東
禅
万
庵
師
に
寄
す
五
十
韻
」
、『
蛻
巌
集
』
巻
二
所
収
）
。

○
野
中
水

入
萬
葉
之
歌
＝
野
中
の
清
水
を
詠
ん
だ
歌
は
「
い
に
し
へ
の
野
中
の
清
水

ぬ
る
け
れ
ど
も
と
の
心
を
知
る
人
ぞ
汲
む
」（
『
古
今
集
』
雑
上
・
八
八
七
、

よ
み
人
知
ら
ず
）
が
も
っ
と
も
古
い
。
『
万
葉
集
』
巻
十
六
の
長
歌
「
琴
酒

を

推
垂
小
野
ゆ

出
づ
る
水

ぬ
る
く
は
出
で
ず

寒
水
の

心
も
け

お
し
た
れ

を

の

さ
む
み
ず

や
に

思
ほ
ゆ
る

音
の
少
な
き

道
に
逢
は
ぬ
か
も
」（
三
八
七
五
）
は

措
辞
が
似
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
こ
の
「
推
垂
小
野
ゆ

出
づ
る
水
」

を
野
中
の
清
水
と
解
釈
し
た
も
の
か
。
推
垂
小
野
は
所
在
不
明
。

○
天

下
人
推
百
藥
之
長
＝
「
百
藥
之
長
」
は
『
漢
書
』
食
貨
志
に
「
酒
は
百
薬

の
長
、
嘉
会
の
好
（
酒
百
藥
之
長
、
嘉
會
之
好
）
」
と
あ
る
の
が
出
典
。

○

維
時
＝
「
維
」
は
発
語
の
辞
。

○
玄
冥
雲
變
＝
「
玄
冥
」
は
天
。「
雲
變
」

は
雲
の
様
子
が
変
わ
る
こ
と
。
「
雲
変
ず
文
章
の
色
、
霜
来
つ
て
草
木
斑
ら

な
り
（
雲
變
文
章
色
、
霜
來
草
木
斑
）
」（
蛻
巌
「
秋
伊
東
里
宅
に
過
る
」
、『
蛻
巌

集
』
巻
二
所
収
）
。

○
赤
岸
潮
寒
＝
「
赤
岸
」
は
明
石
の
浜
辺
、
ひ
い
て

は
明
石
を
指
す
。「
楼
前
の
橘
柚
雨
糸
の
ご
と
く
、
赤
岸
潮
寒
く
し
て
纜
を

解
く
こ
と
遅
し
（
樓
前
橘
柚
雨
如
絲
、
赤
岸
潮
寒
解
纜
遲
）
」（
蛻
巌
「
席
上
淡

州
奥
伯
華
に
贈
る
」
、
『
蛻
巌
集
』
巻
四
所
収
）
。

○
橙
霜
橘
煙
＝
橙
に
降
り

た
霜
と
橘
に
か
か
る
靄
。
冬
の
景
色
。「
霜
橙
香
橘
を
圧
す
（
霜
橙
壓
香
橘
）
」

（
杜
甫
「
京
よ
り
奉
先
県
に
赴
く
、
詠
懐
五
百
字
」
）
。
「
一
年
の
好
景
君
須
く

記
す
べ
し
、
正
に
是
れ
橙
は
黄
に
橘
は
緑
な
る
時
（
一
年
好
景
君
須
記
、
正

是
橙
黃
橘
綠
時
）
」（
蘇
軾
「
劉
景
文
に
贈
る
」
）
。

○
愛
曦
朝
炤
驛
樹
＝
「
愛

曦
」
は
あ
た
た
か
な
朝
日
。
「
驛
樹
」
は
宿
場
の
木
。
野
中
の
清
水
は
街
道

沿
い
に
あ
っ
た
（
『
播
州
名
所
巡
覧
図
絵
』
巻
二
）
。

○
蜃
霧
鮫
浪
＝
蜃
気

楼
と
鮫
の
起
こ
す
波
。
古
代
中
国
で
は
蜃
と
い
う
空
想
上
の
動
物
が
蜃
気

楼
を
生
み
だ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
「
蜃
楼
の
煙
霧
画
中
の
気
（
蜃
樓
煙

霧
畫
中
氣
）
」（
蛻
巌
「
夢
」
、
『
蛻
巌
集
』
巻
三
所
収
）
。

○
寶
氣
夕
擁
海
樓

＝
「
満
山
の
宝
気
春
光
に
媚
ぶ
（
滿
山
寶
氣
媚
春
光
）
」（
蛻
巌
「
瑞
竜
山
鰲
雲

師
に
寄
す
」
、『
蛻
巌
集
』
巻
三
所
収
」
）
。

○
白
帝
城
碪
杵
收
聲
＝
杜
甫
「
秋

興
」
の
「
寒
衣
処
々
に
刀
尺
を
催
し
、
白
帝
城
高
く
し
て
暮
砧
急
な
り
（
寒

衣
處
處
催
刀
尺
、
白
帝
城
高
急
暮
砧
）
」
に
拠
る
。
「
杜
甫
は
白
帝
城
の
あ
た

り
で
、
冬
着
を
仕
立
て
る
た
め
に
忙
し
く
打
つ
砧
を
聞
い
て
秋
の
深
ま
り

を
知
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
野
中
清
水
の
よ
う
な
美
酒
が
あ
れ
ば
寒
さ

を
怖
れ
る
必
要
は
な
い
」
の
意
。

○
黃
公
壚
盃
杓
行
令
＝
「
黃
公
壚
」

は
竹
林
七
賢
が
集
っ
た
と
さ
れ
る
酒
店
。「
黃
公
」
は
そ
の
亭
主
の
名
。『
世

説
新
語
』
傷
逝
篇
に
「
王
濬
沖
尚
書
令
と
為
る
。
公
服
を
箸
け
、
軺
車
に

乗
り
、
黄
公
の
酒
壚
の
下
を
経
て
過
ぐ
。
顧
み
て
後
車
客
に
謂
く
、
吾
れ

昔
嵆
叔
夜
、
阮
嗣
宗
と
共
に
此
の
壚
に
酣
飲
し
、
竹
林
の
遊
も
亦
た
其
の

末
に
預
か
る
。
嵆
生
夭
し
阮
公
亡
じ
て
よ
り
以
来
、
便
ち
時
の
為
に
羈
紲

こ
の
か
た

せ
ら
れ
、
今
日
此
を
視
る
に
近
し
と
雖
も
邈
と
し
て
山
河
の
若
し
（
王
濬

沖
爲
尚
書
令
。
箸
公
服
、
乘
軺
車
、
經
黃
公
酒
壚
下
過
。
顧
謂
後
車
客
、
吾
昔
與

嵆
叔
夜
、
阮
嗣
宗
共
酣
飮
於
此
壚
、
竹
林
之
遊
亦
預
其
末
。
自
嵆
生
夭
阮
公
亡
以

來
、
便
爲
時
所
羈
紲
、
今
日
視
此
雖
近
邈
若
山
河
）
」
と
あ
る
。
「
盃
杓
行
令
」
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は
酒
令
を
行
う
こ
と
。
種
々
の
遊
戯
を
行
っ
て
、
罰
杯
を
す
す
め
る
。「
田

公
令
を
行
う
て
隣
叟
舞
ふ
（
田
公
行
令
鄰
叟
舞
）
」（
蛻
巌
「
桂
彩
巌
雪
中
田
氏

と
同
に
熊
孺
子
宅
に
過
り
て
飲
む
に
和
す
」
、『
蛻
巌
集
』
巻
一
所
収
）
。
一
句
は

「
黄
公
の
壚
の
よ
う
な
街
の
飲
み
屋
で
は
、
人
々
が
酒
令
に
興
じ
て
い
る
」

の
意
。

○
竹
林
嵆
阮
之
契
挹
袂
盍
簪
＝
「
竹
林
嵆
阮
之
契
」
は
竹
林
七

賢
の
交
わ
り
。
「
嵆
」
は
嵆
康
、
「
阮
」
は
阮
籍
で
、
と
も
に
七
賢
の
中
心

人
物
。「
挹
袂
」
は
袂
を
手
で
持
つ
こ
と
。
親
愛
の
情
を
あ
ら
わ
す
行
為
で

あ
る
。
「
左
に
は
浮
丘
の
袖
を
挹
る
（
左
挹
浮
丘
袖
）
」（
郭
璞
「
遊
仙
詩
」
七

首
其
三
、
『
文
選
』
巻
二
十
一
所
収
）
。
蛻
巌
の
詩
に
も
「
袂
を
挹
り
て
好
し

並
蔕
蕖
を
成
さ
ん
（
挹
袂
好
成
竝
蔕
蕖
）
」（
「
桂
秘
監
の
祗
伯
玉
に
贈
る
に
和
し

て
投
剌
に
代
へ
之
を
戯
嘲
す
」
、『
蛻
巌
集
』
後
集
巻
二
所
収
）
と
あ
る
。「
盍
簪
」

は
『
周
易
』
予
卦
に
「
朋
盍
簪
す
（
朋
盍
簪
）
」
と
見
え
る
語
。
か
ん
ざ
し

が
髪
を
ま
と
め
る
よ
う
に
友
が
集
ま
る
こ
と
を
い
う
。
『
伊
川
易
伝
』
に

「
簪
、
聚
な
り
。
簪
の
名
は
、
簪
の
髪
を
取
聚
す
る
な
り
（
簪
、
聚
也
。
簪

之
名
、
簪
取
聚
髮
也
）
」
。
「
竹
林
七
賢
の
交
わ
り
も
酒
あ
っ
て
の
こ
と
」
と

い
う
の
が
一
句
の
趣
意
。

○
杏
壇
游
夏
之
材
操
觚
倡
和
＝
「
杏
壇
」
は

孔
子
が
学
問
を
講
じ
た
場
所
。
壇
の
ま
わ
り
に
杏
の
木
が
あ
っ
た
と
い
う
。

『
荘
子
』
漁
父
篇
に
「
孔
子
緇
帷
の
林
に
遊
び
、
杏
壇
の
上
に
休
坐
す
。

弟
子
書
を
読
み
、
孔
子
弦
歌
し
て
琴
を
鼓
す
（
孔
子
遊
乎
緇
帷
之
林
、
休
坐

乎
杏
壇
之
上
。
弟
子
讀
書
、
孔
子
弦
歌
鼓
琴
）
」
と
あ
る
。
「
游
」
は
子
游
（
言

偃
）
、
「
夏
」
は
子
夏
（
卜
商
）
で
、
と
も
に
孔
子
の
弟
子
。
文
学
に
優
れ
て

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
「
徳
行
に
は
顔
淵
、
閔
子
騫
、
冉
伯
牛
、
仲
弓
。

言
語
に
は
宰
我
、
子
貢
。
政
事
に
は
冉
有
、
季
路
。
文
学
に
は
子
游
、
子

夏
（
德
行
顏
淵
、
閔
子
騫
、
冉
伯
牛
、
仲
弓
。
言
語
宰
我
、
子
貢
。
政
事
冉
有
、

季
路
。
文
學
子
游
、
子
夏
）
」（
『
論
語
』
先
進
篇
）
。「
操
觚
」
は
文
筆
の
わ
ざ
。

陸
機
「
文
賦
」
に
「
或
い
は
觚
を
操
り
て
以
て
率
爾
た
り
（
或
操
觚
以
率
爾
）
」

（
『
文
選
』
巻
十
七
所
収
）
と
あ
る
。「
觚
」
は
紙
の
代
わ
り
に
用
い
た
木
板
。

一
句
は
「
文
人
が
交
歓
し
詩
を
唱
和
す
る
の
に
も
酒
が
仲
立
ち
と
な
る
」

の
意
。

○
賢
主
秉
松
柏
丸
丸
之
節
＝
『
毛
詩
』
商
頌
「
殷
武
」
に
「
彼

の
景
山
に
陟
れ
ば
、
松
柏
丸
々
た
り
。
是
れ
を
断
ち
是
れ
を
遷
し
、
方
に
斲

の
ぼ

け
づ

り
是
れ
虔
る
。
松
桷
梴
た
る
有
り
、
旅
楹
閑
た
る
有
り
。
寝
成
り
て

孔

だ

き

は
な
は

安
し
（
陟
彼
景
山
、
松
柏
丸
丸
。
是
斷
是
遷
、
方
斲
是
虔
。
松
桷
有
梴
、
旅
楹
有

閑
。
寢
成
孔
安
）
」
と
あ
る
の
に
拠
る
。
松
柏
を
も
っ
て
先
祖
の
霊
廟
を
築

く
こ
と
を
述
べ
た
詩
だ
が
、
こ
こ
で
は
祭
祀
に
も
酒
を
用
い
る
と
い
う
と

こ
ろ
に
作
者
の
意
が
あ
ろ
う
。「
丸
丸
」
は
朱
注
に
「
丸
々
は
、
直
な
り
（
丸

丸
、
直
也
）
」
と
あ
る
。
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た
良
材
の
さ
ま
。

○
嘉
賓
樂

麏
鹿
加

呦
呦
之
羣
＝
『
毛
詩
』
小
雅
「
鹿
鳴
」
に
「
呦
々
と
し
て
鹿
鳴
き
、

野
の
芩
を
食
ふ
。
我
に
嘉
賓
有
り
、
瑟
を
鼓
し
琴
を
鼓
す
。
瑟
を
鼓
し
琴

を
鼓
し
、
和
楽
し
て
且
つ
湛
し
む
。
我
に
旨
酒
有
り
、
以
て
嘉
賓
の
心
を

た
の

燕
楽
す
（
呦
呦
鹿
鳴
、
食
野
之
芩
。
我
有
嘉
賓
、
鼓
瑟
鼓
琴
。
鼓
瑟
鼓
琴
、
和
樂

且
湛
。
我
有
旨
酒
、
以
燕
樂
嘉
賓
之
心
）
」
と
あ
る
の
に
拠
る
。
「
賓
客
を
も

て
な
し
交
わ
り
を
結
ぶ
の
に
も
酒
を
用
い
る
」
の
意
。
「
麏
鹿
加

」
は
牡
鹿
。

『
楚
辞
』
招
隠
士
に
「
白
鹿
麏
鹿
加

、
或
い
は
騰
り
或
い
は
倚
る
（
白
鹿
麏
鹿
加

兮
、
或
騰
或
倚
）
」
と
見
え
る
。

○
戒
號
呶
之
亂
籩
溫
恭
有
度
＝
『
毛
詩
』

小
雅
「
賓
之
初
筵
」
に
酔
う
て
座
の
乱
れ
た
さ
ま
を
「
賓
既
に
酔
ひ
、

載
す
な
は

ち
号
し
載
ち
呶
す
。
我
が
籩
豆
を
乱
し
、
屢
〻
舞
う
て

々
た
り
（
賓
既

ｲ欺

醉
止
、
載
號
載
呶
。
亂
我
籩
豆
、
屢
舞

）
」
と
描
く
の
を
踏
ま
え
る
。
そ

ｲ欺
ｲ欺

う
な
ら
ぬ
よ
う
に
節
度
を
も
っ
て
な
ご
や
か
に
飲
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、

詩
の
末
に
「
飲
酒
の
孔
だ
嘉
き
は
、
維
れ
其
の
令
儀
（
飮
酒
孔
嘉
、
維
其
令

儀
）
」
と
見
え
る
と
お
り
。
朱
注
に
「
号
は
、
呼
な
り
。
呶
は
、
讙
な
り
（
號
、
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呼
。
呶
、
讙
也
）
」
。「
号
呶
」
は
声
を
は
り
あ
げ
、
や
か
ま
し
い
こ
と
。「
籩
」

は
果
実
を
盛
る
竹
製
の
器
。
「
豆
」
と
と
も
に
祭
祀
に
用
い
る
。
「
溫
恭
」

は
お
だ
や
か
な
こ
と
。
「
温
々
た
る
恭
人
は
、
維
れ
徳
の
基
な
り
（
溫
溫
恭

人
、
維
德
之
基
）
」（
『
毛
詩
』
大
雅
「
抑
」
）
。
「
有
度
」
は
節
度
あ
る
こ
と
。

○
惡
薌
澤
之
同
席
雄
爽
可
觀
＝
『
史
記
』
滑
稽
伝
に
あ
る
淳
于
髠
の
逸

話
が
典
拠
。
斉
の
威
王
に
酒
量
を
問
わ
れ
た
淳
于
髠
は
「
日
暮
れ
て
酒

闌
た
け
な
は

に
、
尊
を
合
し
て
坐
を
促
す
。
男
女
席
を
同
じ
う
し
、
履
舄
交
錯
、
杯
盤

狼
藉
す
。
堂
上
燭
滅
し
て
、
主
人
髠
を
留
め
て
客
を
送
る
。
羅
襦
襟
解
し
、

微
か
に
薌
沢
を
聞
く
。
此
の
時
に
当
た
り
て
髠
が
心
最
も
歓
び
、
能
く
一

石
を
飲
む
（
日
暮
酒
闌
、
合
尊
促
坐
。
男
女
同
席
、
履
舄
交
錯
、
杯
盤
狼
藉
。

堂
上
燭
滅
、
主
人
留
髠
而
送
客
。
羅
襦
襟
解
、
微
聞
薌
澤
。
當
此
之
時
髠
心
最
歡
、

能
飮
一
石
）
」
と
当
意
即
妙
に
答
え
た
。「
薌
澤
」
は
香
気
。「
席
」
は
敷
物
。

宴
も
果
て
た
の
ち
、
女
が
同
じ
敷
物
の
上
に
坐
り
こ
み
、
う
す
も
の
の
襟

を
く
つ
ろ
げ
、
ほ
の
か
に
香
気
の
た
だ
よ
う
な
か
で
飲
む
の
な
ら
一
石
も

辞
さ
な
い
、
と
い
う
の
だ
か
ら
、
蛻
巌
は
「
酔
余
、
男
女
の
乱
れ
が
起
こ

り
が
ち
な
の
を
憎
む
」
と
言
わ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
「
雄
爽
可
觀
」
は
右

の
や
り
と
り
に
続
け
て
淳
于
髠
が
「
故
に
曰
く
、
酒
極
れ
ば
則
ち
乱
れ
、

楽
し
み
極
れ
ば
則
ち
悲
し
む
と
。
万
事
尽
く
然
り
。
極
む
べ
か
ら
ず
、
之

を
極
め
て
衰
ふ
と
言
ふ
（
故
曰
、
酒
極
則
亂
、
樂
極
則
悲
。
萬
事
盡
然
。
言
不

可
極
、
極
之
而
衰
）
」
と
諷
諫
し
、
王
が
長
夜
の
飲
を
止
め
た
こ
と
を
指
す
。

○
玉
爵
雖
揮
金
龜
無
恙
＝
賀
知
章
が
黄
金
づ
く
り
の
亀
を
売
っ
て
酒
に
換

え
、
李
白
を
も
て
な
し
た
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
て
「
杯
を
挙
げ
て
も
金

亀
は
無
事
だ
」
と
洒
落
た
。
李
白
「
酒
に
対
し
て
賀
監
を
憶
ふ
」
序
に
「
太

子
賓
客
賀
公
長
安
紫
極
宮
に
於
い
て
一
見
し
、
余
を
呼
び
て
謫
仙
人
と
為

す
。
因
り
て
金
亀
を
解
き
酒
に
換
へ
て
楽
を
為
す
（
太
子
賓
客
賀
公
於
長
安

紫
極
宮
一
見
、
呼
余
爲
謫
仙
人
。
因
解
金
龜
換
酒
爲
樂
）
」
と
あ
る
。
「
玉
爵
」

は
玉
の
杯
。

○
觱
沸
與
文
思
俱
迸
＝
「
觱
沸
」
は
泉
の
湧
き
で
る
さ
ま
。

こ
こ
で
は
野
中
の
清
水
を
指
す
。
『
毛
詩
』
大
雅
「
瞻
卬
」
に
「
觱
沸
た
る

檻
泉
、
維
れ
其
れ
深
し
（
觱
沸
檻
泉
、
維
其
深
矣
）
」
と
あ
り
、
朱
注
に
は

「
觱
沸
は
、
泉
の
出
づ
る
貌
な
り
（
觱
沸
、
泉
出
貌
）
」
と
す
る
。
「
文
思
」

は
作
品
に
盛
る
べ
き
思
念
、
詩
想
。
「
精
神
漸
く
旺
ん
に
し
て
文
思
泉
湧
す

る
こ
と
疇
昔
に
倍
す
（
精
神
漸
旺
文
思
泉
湧
倍
疇
昔
）
」（
蛻
巌
「
滕
元
琰
に
答

ふ
」
、『
蛻
巌
集
』
巻
六
所
収
）
。

○
盎
沈
兼
友
誼
共
醇
＝
「
盎
沈
」
は
酒
の

名
。
『
周
礼
』
天
官
冢
宰
の
う
ち
酒
正
の
条
に
、
祭
祀
に
用
い
る
五
種
の
酒

（
五
斉
）
を
挙
げ
て
「
五
斉
の
名
を
弁
ず
る
に
、
一
に
泛
斉
と
曰
ひ
、
二

に
醴
斉
と
曰
ひ
、
三
に
盎
斉
と
曰
ひ
、
四
に
緹
斉
と
曰
ひ
、
五
に
沈
斉
と

曰
ふ
（
辨
五
齊
之
名
、
一
曰
泛
齊
、
二
曰
醴
齊
、
三
曰
盎
齊
、
四
曰
緹
齊
、
五
曰

沈
齊
）
」
と
い
う
。
鄭
注
に
「
盎
は
猶
ほ
翁
の
ご
と
き
な
り
。
成
り
て
翁
々

然
と
し
て
葱
白
色
な
り
。
今
の
酇
白
の
如
し
（
盎
猶
翁
也
。
成
而
翁
翁
然
蔥

白
色
。
如
今
酇
白
矣
）
」
「
沈
は
成
り
て
滓
沈
す
。
今
の
造
清
の
如
し
（
沈
者

成
而
滓
沈
。
如
今
造
淸
矣
）
」
と
い
う
。
「
醇
」
は
も
と
酒
味
に
つ
い
て
用
い

た
が
、
の
ち
一
般
に
厚
い
こ
と
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は

両
義
を
兼
ね
る
。

○
請
揚
印
南
淸
風
＝
「
印
南
」
は
印
南
野
。
野
中
の

清
水
は
印
南
野
の
な
か
に
あ
る
。

○
敢
呈
齊
東
野
語
＝
「
齊
東
野
語
」

は
田
舎
者
の
言
葉
。
こ
の
序
を
冠
し
た
「
野
中
清
水
詩
」
を
指
す
。
作
者

の
謙
遜
で
あ
る
。『
孟
子
』
万
章
篇
に
「
否
。
此
れ
君
子
の
言
に
非
ず
、
斉

東
の
野
人
の
語
な
り
（
否
。
此
非
君
子
之
言
、
齊
東
野
人
之
語
也
）
」
と
あ
る

の
が
典
拠
。
朱
注
に
「
斉
東
は
斉
国
の
東
鄙
な
り
（
齊
東
、
齊
國
之
東
鄙
也
）
」
。

（
こ
の
研
究
は
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の
助
成
に
よ
る
。）


